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(1) 平成25年３月１日 第12号

　
Ｊ
Ａ
き
み
つ
君
津
種
子
生
産
組
合
が
、
長

年
に
わ
た
る
千
葉
県
農
業
へ
の
貢
献
と
功
績

を
称
え
ら
れ
、
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
本
表
彰
は
、
教
育
や
農

林
水
産
業
な
ど
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
を
挙

げ
、
千
葉
県
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
本
組
合
は
昭
和
57
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、

大
豆
、
小
麦
、
水
稲
の
優
良
種
子
を
生
産
し

て
き
ま
し
た
。
種
子
生
産
は
、
種
子
と
し
て

の
品
質
を
維
持
す
る
た
め
、
異
品
種
の
混
入

防
止
や
徹
底
し
た
病
害
虫
防
除
な
ど
高
い
栽

培
技
術
と
多
く
の
手
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
中
で
も
種
子
大
豆
の
生
産
は
、
本
組
合
員

が
組
合
設
立
前
の
昭
和
54
年
か
ら
開
始
し
て

お
り
、
以
来
、
現
在
ま
で
34
年
間
に
わ
た
っ

て
継
続
し
て
い
ま
す
。
特
に
平
成
10
年
か
ら

の
14
年
間
は
、
他
の
種
子
生
産
地
が
栽
培
を

中
止
し
た
た
め
、
県
内
で
唯
一
の
種
子
大
豆

生
産
組
織
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
県

平
均
収
量
を
40
％
も
上
回
る
高
い
技
術
で
優

良
種
子
の
供
給
を
一
手
に
引
き
受
け
、
そ
の

重
責
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
新
た
な
種
子
生
産
者
を
発
掘
し
、

長
年
培
わ
れ
て
き
た
高
い
栽
培
技
術
の
継
承

と
後
継
者
育
成
を
図
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

優
良
種
子
の
供
給
を
通
じ
て
千
葉
県
農
業
を

支
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。(

石
井
一
成)

ほ場では異品種の混入がないか審査します 収穫された生産物は厳しい検査を受けます

ぼっちを積んで乾燥し高品質な種子大豆を生産 県内でも珍しい大豆色彩選別機による選別

～ 

Ｊ
Ａ
き
み
つ
君
津
種
子
生
産
組
合

      

　
　
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰 

～

優
良
種
子
の
供
給
で
千
葉
県
の
農
業
を
支
え
る


